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陽
休
之
と
祖
鴻
勲

i
l
i淘
淵
明
へ
の
距
離

は
じ
め
に

六
朝
、
と
く
に
北
朝
に
お
け
る
陶
淵
明
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
て

人
こ

2
7
し

こ
れ
ま
で
、
陶
淵
明
の
影
響
及
び
評
価
と
い
う
と
、
鐙
燦
『
詩
口
問
』

の
「
古
今
隠
逸
詩
人
之
宗
也
」
(
中
口
問
)
に
よ
っ
て
論
じ
る
か
、
或

い
は
顔
延
之
の
「
陶
徴
士
訣
」
の
消
極
的
評
価
、
『
文
心
離
竜
』
や

『
宋
帯
一
一
日
』
謝
安
一
連
伝
論
の
無
視
、
さ
ら
に
は
昭
明
太
子
の
「
偏
愛
」

に
つ
い
て
ふ
れ
、
お
お
む
ね
高
い
評
価
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
結

(

1

)

 

論
づ
け
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
評
論
や
批
評
と
い
う
情
況
証
拠

で
は
な
く
、
陽
休
之
と
祖
鴻
勲
と
い
う
、
北
朝
の
中
で
も
き
わ
だ
っ

た
文
学
者
(
知
識
人
)
の
間
に
と
り
交
わ
さ
れ
た
一
通
の
手
紙
「
与

陽
休
之
書
」
の
内
容
に
即
し
て
、
陶
淵
明
の
影
響
の
あ
り
よ
う
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

松

築

τ1:;:-
d己、

同

筆
者
は
先
に
、
「
劉
般
と
「
山
接
志
」

!
i仏
教
へ
の
距
離
」
と

い
う
小
文
に
お
い
て
、
南
朝
の
文
人
の
中
で
も
北
朝
的
骨
気
を
も
っ

た
(
実
際
彼
は
北
辺
に
生
ま
れ
育
っ
て
い
る
)
特
異
な
知
識
人
で
あ

る
劉
般
(
字
孝
標
)
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
山
棲
志
」
の
中
に
、
陶

〈

2
)

淵
明
の
影
響
が
色
濃
く
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
南
朝
は
、
世

を
挙
げ
て
門
閥
貴
族
が
抜
麗
し
、
そ
の
類
魔
的
な
気
風
が
広
く
行
き

わ
た
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
あ
き
足
り
ぬ
人
々
は
、
陶
淵
明
の
精
神

世
界
に
深
く
共
鳴
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
明
太
子
は
、
む
し
ろ

そ
の
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、
何
ら
特
異
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
で

は
、
北
朝
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
出
発
点
で
あ
る
。

( 40 ) 

「
陽
生
大
弟
。
吾
比
以
家
貧
殺
老
、
時
還
故
郡
。
」

祖
鴻
勲
か
ら
間
関
休
之
に
与
え
ら
れ
た
手
紙
は
、
こ
の
よ
う
に
始
ま

っ
て
い
る
。
全
文
四
六
九
字
か
ら
な
る
耕
麗
文
の
小
品
で
あ
る
。



ま
ず
、
陽
休
之
に
向
か
っ
て
、
「
大
弟
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
祖
鴻
勲
の
方
が
年
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
北
斉

設
と
巻
四
五
文
苑
伝
に
載
る
祖
鴻
勲
の
伝
に
よ
れ
ば
、
「
天
探
初
卒

官
」
(
『
北
史
』
で
は
、
「
斉
天
保
初
、
卒
官
」
)
と
あ
る
か
ら
、
北
斉

の
天
保
年
間

(
A
・
D
-
五
五

O
i五
五
九
)
の
初
め
、
五
五

O
年

ご
ろ
に
世
を
去
っ
た
こ
と
に
な
る
。
い
っ
ぽ
う
陽
休
之
は
、
『
北
一
斉

書
』
に
よ
れ
ば
、
「
賄
側
皇
二
年
、
罷
任
、
終
於
洛
陽
、
年
七
十
四
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
五

O
九
年
に
生
ま
れ
、
五
八
二
年
に
世
を
去
っ

た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
こ
の
手
紙
、
が

祖
鴻
勲
の
晩
年
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
も
し
五
五

O
年

だ
と
す
る
と
、
祖
鴻
勲
は
五
十
歳
前
後
、
腸
休
之
は
四
十
二
歳
に
あ

(
3
)
 

た
る
。
そ
の
年
、
つ
ま
り
東
貌
の
最
後
の
年
で
あ
る
武
定
八
年
に

は
、
陽
休
之
は
侍
中
を
兼
任
す
る
。
ま
さ
に
、
位
人
臣
を
極
め
た
こ

と
に
な
る
。
手
紙
の
中
で
「
(
市
五
日
子
:
:
:
)
振
傾
紫
台
之
上
、
鼓

袖
丹
堤
之
下
」
(
侃
玉
を
紫
台
の
上
に
鳴
ら
し
、
長
袖
を
丹
握
の
下

に
振
っ
て
い
る
1
1
1
朝
廷
で
大
い
に
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
)
と
述
べ

る
の
は
、
こ
う
し
た
よ
う
す
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

祖
一
鴻
勲
の
生
一
年
に
つ
い
て
は
、
細
か
い
考
証
を
要
す
る
の
で
こ
こ

で
は
省
略
に
従
う
が
、
お
お
む
ね
五

O
O年
前
後
と
み
て
よ
い
。
以

下
、
『
北
斉
書
』
の
記
述
に
従
っ
て
、
祖
鴻
勲
の
伝
一
記
に
つ
い
て
少

し
見
て
お
こ
う
。

(
4
)
 

祖
鴻
勲
は
、
深
郡
活
路
(
河
北
省
深
県
)
の
人
。
父
の
慎
は
貌
に

仕
え
て
舷
門
、
成
陽
の
太
守
と
な
り
、
治
政
に
功
が
あ
っ
た
。
金
紫

光
禄
大
夫
の
ま
ま
在
位
中
に
卒
し
、
中
書
監
、
幽
州
刺
史
を
追
贈
さ

れ
、
恵
侯
と
議
さ
れ
た
。

鴻
勲
は
弱
冠
(
二
十
歳
、
こ
こ
で
は
「
年
少
」
の
意
)
に
て
、
同

部
の
底
文
符
と
共
に
州
の
主
簿
に
招
か
れ
る
。
そ
し
て
、
僕
射
の
臨

准
王
惑
が
上
表
し
て
鴻
勲
を
推
挙
し
た
の
で
、
奉
朝
請
と
し
て
中
央

朝
廷
入
り
を
す
る
。
こ
の
時
、
あ
る
人
が
鴻
勲
に
向
か
っ
て
言
っ

た
、
「
臨
准
王
さ
ま
が
君
を
推
挙
し
て
く
れ
た
の
で
栄
転
を
果
た
し

た
の
に
、
君
は
少
し
も
お
礼
に
う
か
が
お
う
と
し
な
い
。
こ
れ
は
ち

と
ま
ず
い
の
で
は
な
い
か
ね
。
」
す
る
と
鴻
勲
が
言
う
、
「
国
の
た
め

に
才
能
あ
る
者
を
推
挙
す
る
の
は
、
臨
准
王
の
仕
事
な
の
だ
か
ら
、

私
が
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
お
礼
を
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
」
臨

准
王
惑
は
、
こ
れ
を
耳
に
し
て
喜
ん
で
言
っ
た
、
「
私
の
自
に
狂
い

は
な
か
っ
た
。
」

臨
准
王
惑
が
尚
書
僕
射
に
な
っ
た
の
は
、
正
光
五
年
(
五
二
四

年
)
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
惑
も
「
少
有
才
学
、
時
誉
甚
美
」
(
若

い
一
興
か
ら
才
能
と
学
問
、
が
あ
り
、
世
上
の
評
価
も
高
か
っ
た
)
と
い

わ
れ
、
高
朝
梁
の
武
帝
と
な
る
蒲
街
が
、
そ
の
舎
人
棟
建
孫
に
惑
の

人
と
な
り
を
見
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
「
風
神
関
係
!
一
(
風
貌
も
性
格
も
の

び
や
か
で
俊
逸
で
あ
る
)
と
評
さ
れ
た
ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
。
そ
の

( 41 ) 



生
涯
に
お
い
て
数
多
く
の
人
物
を
発
見
し
推
挙
し
た
で
あ
ろ
う
が
、

「
そ
れ
は
推
挙
し
た
者
の
仕
事
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
礼
を
言
う

必
要
は
な
い
」
と
い
っ
て
う
そ
ぶ
い
た
の
は
、
こ
の
鴻
勲
以
外
に
ほ

と
ん
ど
例
を
見
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
だ
か
ら
こ
そ
史
書
に
特
筆
さ
れ

て
い
る
の
で
中
の
る
。
)

そ
の
後
、
孝
昌
年
間
(
五
二
五

l
五
二
七
)
か
ら
永
安
年
間
(
五

二
八
i

五
三

O
)
の
初
め
に
か
け
て
、
嘉
栄
が
高
攻
し
た
際
に
、
防

河
加
将
と
し
て
滑
台
(
北
貌
の
河
南
西
鎮
の
一
)
を
守
る
。
永
安
の

初
め
、
元
町
維
が
東
道
大
伎
と
な
る
に
及
び
、
封
隆
之
、
邪
那
、
李
揮
、

李
象
と
共
に
そ
の
子
使
(
副
使
)
に
任
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
東
済
北

太
守
に
除
せ
ら
れ
る
が
、
父
の
老
疾
を
理
由
に
辞
退
し
、
つ
い
に
任

地
に
赴
か
な
か
っ
た
。
後
に
、
域
間
協
王
徽
が
上
奏
し
て
司
徒
法
曹
参

軍
事
と
し
て
招
く
と
、
都
の
洛
(
洛
陽
)
の
徽
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て

来
た
。
そ
こ
で
徽
が
鴻
勲
に
向
か
っ
て
「
臨
准
王
ど
の
が
推
挙
し
た

折
に
は
、
と
う
と
う
挨
拶
に
行
か
な
か
っ
た
と
き
い
て
い
る
が
、
今

度
は
ど
う
し
て
わ
し
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
ら
れ
た
の
か
な
。
」
と

た
ず
ね
る
と
、
「
こ
の
た
び
あ
な
た
様
の
府
へ
参
り
ま
し
た
の
は
、

任
地
へ
の
赴
任
で
あ
り
、
お
礼
を
申
し
上
げ
に
来
た
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
よ
と
答
え
た
。
さ
ら
に
廷
尉
正
(
刑
獄
、
司
法
を
つ
か
さ

ど
る
官
。
長
官
で
あ
る
廷
尉
の
次
の
位
)
に
転
じ
た
。

城
陽
王
徽
が
司
徒
で
あ
っ
た
の
は
、
永
安
元
年
九
月
か
ら
翌
二
年

七
月
(
太
尉
に
選
る
)
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
東
道
子
使
、
東
済
北
太

守
、
司
徒
法
曹
参
軍
事
の
職
は
こ
の
一
年
間
に
歴
任
し
た
こ
と
に
な

る。
『
北
斉
室
田
』
は
、
右
の
一
記
述
に
続
け
て
、
「
後
去
官
帰
郷
里
。
与
陽

休
之
書
日
」
(
後
に
官
職
を
辞
し
て
郷
里
に
帰
る
。
陽
休
之
に
蓄
を

与
え
て
日
く
)
と
記
し
、
そ
の
手
紙
の
全
文
を
掲
げ
る
。
そ
の
手
紙

の
内
容
は
後
に
詳
し
く
見
る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
後
段
の
記
述
に
も

触
れ
て
お
こ
う
。

南
朝
梁
か
ら
の
使
者
が
や
っ
て
く
る
と
、
勅
命
を
も
っ
て
鴻
勲
に

相
手
を
さ
せ
た
。
高
祖
(
高
歓
)
は
か
つ
て
鴻
勲
を
弁
州
に
呼
び
寄

せ
、
「
昔
前
一
記
」
を
作
ら
せ
た
が
、
好
事
の
土
は
そ
の
文
章
を
玩
賞

し
た
と
い
う
。
位
は
高
揚
郡
(
活
陽
の
隣
郡
)
太
守
に
上
っ
た
が
、

官
に
い
て
清
素
で
あ
っ
た
の
で
、
妻
子
は
寒
さ
や
飢
え
に
悩
ま
さ
れ

た
。
持
の
有
識
者
は
こ
れ
を
高
く
評
価
し
た
。
天
保
初
年
、
太
守
の

ま
ま
故
郷
で
没
。

( 42 ) 

『
北
斉
諮
問
』
文
苑
伝
に
収
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
文
才
と
識
見
を
も
ち

な
が
ら
も
、
そ
の
豪
毅
な
性
格
の
ゆ
え
に
、
そ
れ
ほ
ど
の
出
世
も
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
逆
に
そ
の
ゆ
え
に
こ
そ
「
文
苑
伝
」
に
収
め
ら

れ
た
の
だ
が
、
そ
の
手
紙
の
受
取
人
で
あ
る
陽
休
之
と
比
べ
る
と
雲

(
5
)
 

泥
の
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
手
紙
に
一
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の

後
半
生
を
大
い
に
楽
し
み
自
得
し
て
生
き
た
。
こ
の
様
子
は
、
陶
淵



明
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
が
、
そ
の
手
紙
に
入
る
前
に
、
陽
休
之
に
つ

い
て
も
か
い
つ
ま
ん
で
そ
の
経
歴
と
人
と
な
り
を
紹
介
し
て
お
く
こ

と
に
し
よ
う
。

mm
休
之
の
は
、
『
北
斉
諮
問
』
巻
四
二
、
『
北
史
』
巻
四
七
陽
尼
伝

に
載
る
。
そ
の
記
述
査
は
、
担
鴻
勲
の
伝
に
倍
す
る
の
で
、
こ
こ
で

は
大
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

mm
休
之
、
字
は
子
烈
、
右
北
一
平
無
終
(
河
北
省
烈
県
〉
の
人
で
あ

る
。
父
の
湯
田
は
、
税
の
洛
陽
令
を
つ
と
め
太
常
少
仰
を
贈
ら
れ

た
。
そ
の
息
子
五
人
の
中
の
長
子
で
あ
る
。
「
備
爽
有
風
概
」
(
俊
才

で
あ
か
ぬ
け
て
お
り
、
さ
ら
に
堂
々
と
し
て
風
格
が
あ
る
。
)
と
評

さ
れ
、
学
問
を
好
み
、
詩
文
を
愛
し
た
。
当
時
の
人
々
は
、
「
能
賦

能
詩
陽
休
之
」
(
賦
で
も
詩
で
も
い
ず
れ
も
す
ぐ
れ
た
揚
休
之
)
と

ほ
め
そ
や
し
た
。
幽
州
刺
史
の
常
景
、
王
延
年
は
と
も
に
彼
を
州
の

主
簿
と
し
て
招
い
た
。

貌
の
孝
回
目
年
間
(
五
二
五
i

五
二
七
)
に
、
社
洛
周
が
烈
域
(
今

の
北
京
)
を
打
ち
取
っ
た
の
で
、
休
之
は
宗
室
及
び
郷
人
数
千
戸
と

共
に
南
の
章
武
に
逃
げ
、
車
内
川
へ
移
っ
た
。
さ
ら
に
、
兄
弟
の
み
都

へ
逃
げ
難
を
の
が
れ
た
。

建
一
義
一
克
年
(
五
二
八
)
中
、
太
尉
記
室
参
寧
に
選
っ
て
、
軽
率
将

翠
を
加
え
ら
れ
る
。
永
安
(
五
二
八

i
五
三

O
〉
年
間
に
は
、
洛

州
刺
史
李
海
、
が
啓
し
て
冠
寧
長
吏
に
除
せ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
普
泰

(
五
ご
二

i

五
三
二
)
中
に
は
、
税
収
、
李
同
軌
と
共
に
勅
命
で
国

史
を
修
撰
す
る
。

そ
し
て
、
武
定
二
年
(
五
四
四
)
に
は
、
つ
い
に
中
書
侍
郎
に
除

せ
ら
れ
る
。
七
年
に
は
、
太
子
中
庶
子
に
除
せ
ら
れ
、
給
事
黄
侍
郎

に
選
り
、
中
軍
将
軍
、
幽
州
大
中
正
に
進
む
。
八
年
に
は
、
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
侍
中
を
兼
ね
、
節
を
持
し
爾
帯
一
一
回
を
奉
じ
て
弁
州
に
至

り
、
顕
祖
(
高
洋
i

i
北
斉
の
文
宣
帝
)
の
説
得
に
当
た
っ
て
い

る
。
以
後
、
そ
の
性
格
が
「
疏
放
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
顕
祖
の

怒
り
を
買
い
、
北
斉
の
初
め
に
は
一
度
左
遷
さ
れ
た
り
し
た
が
、
後

に
ま
た
侍
中
を
兼
ね
、
尚
室
田
右
僕
射
、
中
書
監
を
歴
任
し
た
。
彼
の

人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

休
之
好
学
不
倦
、
博
綜
経
史
、
文
章
難
不
華
擁
、
亦
為
典
正
。
羽
川
、

税
盟
後
、
以
先
達
見
推
。
位
望
雄
高
、
虚
懐
接
物
、
為
措
紳
所
愛
重
。

休
之
は
学
問
を
好
ん
で
倦
ま
ず
、
経
史
に
広
く
通
じ
て
い
た
。

そ
の
文
学
作
品
は
、
華
美
で
は
な
い
が
、
典
雅
か
つ
端
正
で
あ
っ

た
。
邪
部
、
貌
収
の
没
後
は
、
先
達
と
仰
が
れ
た
。
官
位
や
声
望

は
{
ロ
向
か
っ
た
が
、
虚
心
坦
懐
に
人
と
接
し
た
の
で
、
士
大
夫
に
好

ま
れ
尊
重
さ
れ
た
。

や
が
て
北
照
が
北
斉
を
継
ぎ
、
さ
ら
に
惰
が
そ
の
後
を
承
け
る
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と
、
和
川
(
洛
陽
の
西
南
)
刺
史
の
任
を
辞
し
、
惰
の
関
皇
二
年
洛

陽
で
没
し
た
。
享
年
七
十
四
歳
。
著
し
た
文
集
は
三
十
巻
(
『
北
史
』

で
は
四
十
巻
)
、
そ
の
撰
に
係
る
「
幽
州
人
物
志
」
と
と
も
に
大
い

に
世
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
若
い
頃
か
ら
没
す
る
直
前
ま
で
中
央
の

職
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
或
い
は
彼
自
身
の
意
に
反
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
結
果
的
に
は
祖
鴻
勲
と
対
際

的
な
一
生
を
送
っ
た
こ
と
に
な
る
。
『
北
史
』
に
は
、
右
に
引
い
た

「
亦
為
典
正
」
の
後
に
、
「
貌
収
在
日
、
深
為
収
所
軽
。
」
(
貌
収
の
在

世
中
に
は
、
き
わ
め
て
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
た
。
)
と
い
う
一
節
が
挿

入
さ
れ
て
い
る
。
貌
収
自
身
も
、
「
領
学
大
才
、
然
性
縮
、
不
能
達

命
体
道
」

(
m
m
学
で
大
い
な
る
才
能
の
持
ち
主
だ
が
、
性
格
が
偏
っ

て
い
て
、
天
命
を
表
現
し
道
義
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

l
l
i

『
北
斉
書
』
貌
収
伝
)
と
い
わ
れ
、
そ
の
著
『
貌
書
』
も
「
綴

史
」
と
称
さ
れ
た
が
、
浪
子
昇
、
那
部
と
並
称
さ
れ
北
朝
を
代
表
す

る
文
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
休
之
が
こ
の
税
収
に
軽
ん
じ
ら
れ
た
原

因
は
、
や
は
り
「
性
疏
放
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
で
必
要
な
こ
と
は
今
ま
で
述
べ

て
き
た
こ
と
の
外
に
あ
る
。
つ
ま
り
、

m
m
休
之
が
『
陶
淵
拐
集
』
を

一
編
撰
し
、
そ
の
序
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、
陶
樹
木
『
靖

節
先
生
集
』
よ
り
、
左
に
引
い
て
み
よ
う
。

余
覧
陶
潜
之
文
、
辞
采
難
未
優
、
市
往
往
有
奇
絶
異
語
、
放
逸
之

致
、
棲
托
佑
高
。
其
集
先
有
南
本
行
於
世
、
一
本
八
巻
、
無
序
。
一

本
六
巻
、
並
序
目
。
一
編
比
類
乱
、
兼
復
関
少
。
議
統
所
撰
八
巻
、
合

序
目
訣
伝
、
市
少
五
孝
伝
及
四
八
目
、
然
一
編
録
有
体
、
次
第
可
尋
。

余
頗
賞
潜
文
、
以
為
三
本
不
問
、
恐
至
亡
失
、
今
録
統
所
関
並
序
呂

等
、
合
為
一
秩
十
巻
、
以
遠
好
事
君
子
。

私
の
見
ま
す
と
こ
ろ
、
陶
潜
の
文
学
作
品
は
、
表
現
技
巧
の
上

で
は
必
ず
し
も
第
一
級
と
は
い
え
な
い
が
、
し
ば
し
ば
告
を
引
く

す
ぐ
れ
た
語
が
あ
り
、
自
由
気
ま
ま
の
極
致
で
あ
り
、
そ
の
境
地

は
至
高
で
あ
る
。
そ
の
集
に
は
二
種
類
あ
り
、
こ
れ
ま
で
世
に
広

ま
っ
て
い
る
。
一
本
は
八
巻
で
序
無
し
。
一
本
は
六
巻
で
、
序
尽

を
付
す
。
い
ず
れ
も
編
次
が
錯
乱
し
、
ま
た
失
わ
れ
た
作
品
も
多

い
。
競
統
が
撰
し
た
八
巻
本
は
、
序
回
訣
伝
を
合
わ
せ
る
が
、
五

孝
伝
及
び
四
八
百
(
「
壁
一
賢
群
締
録
」
)
を
除
い
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
編
録
の
し
か
た
に
体
系
性
が
あ
り
、
順
序
を
追
っ
て
読
む

よ
う
に
で
き
て
い
る
。
私
は
陶
潜
の
作
品
が
大
い
に
気
に
い
っ
て

お
り
、
も
し
こ
の
ま
ま
三
種
の
テ
キ
ス
ト
が
異
な
っ
て
い
れ
ば
、

つ
い
に
は
亡
失
に
至
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
ひ
と
ま

ず
論
統
の
テ
キ
ス
ト
に
無
い
も
の
や
序
回
な
ど
を
収
録
し
、
合
わ

せ
て
一
秩
十
巻
と
し
、
以
て
好
事
の
君
子
に
贈
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
陽
休
之
は
「
余
鎖
賞
潜
文
」
と
自
ら
言
う
よ
う
に
、
陶
淵
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mm
の
詩
文
を
好
ん
だ
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
昂
じ
て
十
巻
本
を
作
る
に

至
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
編
撰
の
時
期

に
つ
い
て
は
、
橋
川
時
維
が
そ
の
若
『
陶
集
版
本
源
流
孜
』
の
中
で
、

北
斉
の
武
平
六
年
(
五
七
五
)
と
い
う
説
を
出
し
て
い
る
が
、
確
定

(
6
)
 

は
で
き
な
い
。
こ
れ
以
後
、
北
朝
、
惰
麿
を
通
じ
て
、
北
宋
の
宋
伴

十
巻
本
が
現
れ
る
ま
で
テ
キ
ス
ト
の
編
撰
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
陽
休
之
の
愛
好
と
テ
キ
ス
ト
編
撰
は
、
陶
淵
明
の

影
響
を
考
え
る
上
で
、
特
記
す
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、

そ
の
陽
休
之
に
向
か
っ
て
、
祖
鴻
勲
が
手
紙
を
送
っ
て
い

る
。
恐
ら
く
は
、
こ
れ
以
前
に
も
二
人
の
間
に
連
絡
は
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
今
日
で
は
こ
の
一
通
の
み
が
伝
わ
る
に
す
ぎ
な
い
。
以

下
、
大
き
く
段
落
を
一
弘
切
っ
て
、
読
ん
で
い
く
こ
と
に
す
る
。

陽
生
大
弟
。
吾
比
以
家
貧
毅
老
、
時
還
故
郡
。
在
本
県
之
西
界
、

有
離
山
駕
。
其
処
間
遠
、
水
石
清
麗
、
高
巌
四
鹿
、
良
国
数
頃
。
家

先
有
野
舎
於
斯
、
市
道
乱
荒
廃
、
今
復
経
始
。
郎
石
成
基
、
鴻
山
林
起

棟
。
難
生
映
字
、
泉
流
選
階
、
月
松
風
革
、
縁
庭
締
合
、
日
華
雲
実
、

芳
沼
星
羅
。
檎
下
流
煙
、
共
零
気
南
部
出
巻
、
開
凶
中
桃
李
、
雑
松
柏
市

葱
情
。
時
一
変
裳
渉
湖
、
負
杖
登
峰
、
心
悠
悠
以
孤
上
、
身
瓢
瓢
荷

将
逝
、
杏
然
不
復
自
知
在
天
地
問
会
。

陽
休
之
様
。
私
は
近
頃
家
が
貧
し
く
親
も
年
老
い
て
お
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
思
い
切
っ
て
故
郷
に
も
ど
り
ま
し
た
。
本
県
の
西
の

境
界
に
離
山
と
い
う
山
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
閑
静
で
、
谷
川
も

清
ら
か
に
流
れ
、
四
周
を
高
い
山
々
が
mm
み
、
良
田
が
数
填
あ
り

ま
す
。
わ
が
家
の
祖
先
が
そ
こ
に
別
荘
を
作
り
ま
し
た
が
、
戦
乱

の
中
で
荒
廃
し
て
お
り
ま
し
た
の
を
、
こ
の
た
び
ま
た
手
を
入
れ

て
人
が
住
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
川
岸
の
石
を
運
ん
で
基
礎
を

作
り
、
林
か
ら
木
を
切
り
出
し
て
家
屋
を
建
て
ま
し
た
。
っ
た
は

伸
び
て
屋
根
を
お
お
い
、
泉
の
水
は
き
ざ
は
し
を
め
ぐ
っ
て
流
れ

ま
す
。
月
と
松
、
風
と
草
が
庭
の
端
で
美
し
く
調
和
し
、
日
華

(
む
く
げ
)
と
雲
実
(
じ
ゃ
け
つ
い
ば
ら
)
は
沼
に
そ
っ
て
満
天

の
星
の
よ
う
に
繁
っ
て
い
ま
す
。
管
下
を
流
れ
る
も
や
は
、
一
芸
と

共
に
巻
い
た
り
広
が
っ
た
り
、
菌
の
中
の
桃
や
李
は
、
松
や
柏
に

ま
じ
っ
て
ま
月
々
と
し
て
い
ま
す
。
時
に
裳
を
か
か
げ
て
谷
川
を
わ

た
り
、
杖
に
た
よ
っ
て
蜂
に
登
れ
ば
、
心
は
る
け
く
雲
に
上
っ
た

か
の
よ
う
、
身
は
軽
や
か
に
風
と
共
に
吹
き
す
、
ぎ
る
か
の
よ
う
。

思
わ
ず
う
っ
と
り
と
し
て
わ
が
身
が
天
地
の
関
に
存
在
す
る
こ
と

す
ら
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

冒
頭
の
「
陽
生
大
弟
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
。
次
の

「
以
家
貧
毅
老
」
の
句
は
、
『
宋
霊
園
』
穏
逸
伝
の
陶
潜
の
部
分
「
親
老

家
貧
、
起
為
州
祭
酒
、
不
堪
吏
職
、
少
日
、
自
解
田
町
。
」
を
す
ぐ
に
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思
い
起
こ
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
官
を
辞
し
て
故
郷
に
帰
っ
た
の
も
同

じ
で
あ
る
。

次
に
、
自
分
の
隠
棲
の
地
に
つ
い
て
述
べ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は

む
し
ろ
謝
霊
運
「
山
居
賦
」
や
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
に
い
う
、
「
霊

運
父
祖
並
葬
始
寧
県
、
弁
有
故
宅
及
壁
、
遂
移
籍
会
稽
、
修
営
別
業
、

傍
山
帯
、
江
、
尽
幽
居
之
美
。
」
(
霊
運
の
父
祖
は
と
も
に
始
寧
県
に
葬

ら
れ
た
の
で
、
そ
の
故
宅
と
別
壁
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
ま
ま

会
穏
に
籍
を
移
し
、
別
荘
を
修
理
経
営
し
、
山
に
沿
い
川
に
面
し

て
、
幽
居
の
北
大
を
尽
く
し
た
。
)
と
あ
る
が
如
く
、
山
に
沿
い
川
に

)
出
し
た
隠
接
地
の
様
子
を
、
美
し
く
鮮
や
か
に
描
き
出
す
こ
と
に
限

〈

7
)

目
、
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
突
は
こ
の
あ
た
り
の
表
現
が
み
ど
こ
ろ

に
な
っ
て
い
て
、
コ
ハ
初
文
繋
』
に
採
ら
れ
た
の
も
そ
の
描
写
の
美

し
さ
と
対
句
の
う
ま
さ
に
よ
る
と
忠
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
詳
し
く

触
れ
る
余
裕
が
な
い
。
し
か
し
、
次
の
「
圏
中
桃
李
、
雑
松
柏
市
葱

倍
」
の
勾
は
、
陶
淵
拐
「
帰
園
田
居
五
首
」
其
一
の
、

検
柳
蔭
後
震
撤
と
柳
は
後
の
鯨
粧
を
蔭
い

つ
ら

桃
李
経
堂
前
桃
李
は
堂
前
に
羅
な
る

の
世
界
を
一
意
識
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
時
一
葦
裳
渉
、
側
、
負
杖
登

蜂
」
の
句
は
、
『
六
朝
文
紫
築
注
』
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
淵
‘
明
の

「
与
般
晋
安
別
」
の
、

負
杖
緯
滋
従

台、

海
留
忘
管
長
流
留
し
て
管
と
農
を
忘
る

を
意
識
し
、
ま
た
、
「
心
悠
悠
以
孤
上
、
身
穀
類
市
将
逝
」
の
句
は
、

同
じ
く
「
与
殻
晋
安
別
」
の
、

鶏
頭
西
来
風
間
鵡
璃
た
り
西
よ
り
来
る
風

悠
悠
東
去
雲
悠
悠
た
り
東
に
去
る
雲

や
、
「
帰
去
来
今
辞
」
の
、

あ
が

舟
遁
進
以
軽
間
関
舟
逢
々
と
し
て
軽
く
腿
り

風
親
類
市
吹
衣
風
隷
々
と
し
て
衣
を
吹
く

を
思
わ
せ
る
。
随
処
に
淵
拐
の
詩
句
や
一
藷
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
一
一
一
一
日
う
、
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の

ほ

し

‘

杖
を
負
み
て
滋
従
を
慰
ま
ま
に
し

若
此
者
久
之
、
乃
還
所
住
。
孤
坐
危
石
、
撫
琴
対
水
、
独
一
詠
山
阿
、

挙
活
望
月
、
聴
風
声
以
輿
忠
、
関
鶴
峡
以
動
懐
、
企
荘
生
之
選
進
、

慕
尚
子
之
清
麟
。
首
戴
萌
蒲
、
身
衣
綿
接
。
出
薮
梁
稲
、
帰
奉
慈
親
、

緩
歩
当
事
、
無
事
為
責
。
新
己
適
会
、
室
必
撫
盤
哉
。

こ
う
し
た
楽
し
み
を
十
分
に
尽
く
す
と
、
や
が
て
わ
が
往
み
家

へ
も
ど
り
ま
す
。
一
人
き
り
で
川
面
に
突
き
出
し
た
大
岩
の
上
に

坐
り
、
清
流
に
向
か
っ
て
琴
を
弾
ず
る
。
ま
た
山
の
隅
で
詩
を
吟

じ
、
満
月
に
向
か
っ
て
溜
杯
を
挙
げ
る
。
さ
や
か
な
風
の
音
に
思

い
を
致
し
、
清
ら
か
な
鶴
の
戸
に
心
を
動
か
す
。
ま
こ
と
に
荘

子
の
造
迄
遊
の
境
地
を
際
い
、
尚
子
一
半
の
蹟
達
な
態
度
を
慕
う
の

で
す
。
の
ん
び
り
歩
く
の
は
卒
に
乗
る
に
も
勝
り
、
事
無
き
が
一



番
、
こ
れ
こ
そ
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
。
ど
う
し
て
宮
仕
え
し

て
陸
尾
(
払
子
)
を
ふ
り
ま
わ
す
必
要
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
自
己
の
居
所
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
述
べ
る
。
前
半
の

琴
を
伴
じ
た
り
、
一
泊
を
酌
む
の
は
、
隠
者
の
典
型
的
な
生
活
ぶ
り
で

あ
り
、
町
市
五
一
己
隠
逸
伝
に
載
る
宗
灼
の
よ
う
す
に
似
て
い
る
。
そ

の
伝
に
い
う
、

好
山
水
、
愛
遠
遊
、
西
渉
荊
広
一
、
南
民
竹
内
一
衡
岳
、
国
市
結
宇
衡
山
、

欲
懐
尚
平
之
志
。

山
や
川
(
自
然
)
を
愛
し
、
速
く
へ
出
か
け
る
の
を
好
ん
だ
。

西
は
刑
山
や
亙
山
に
至
り
、
南
は
衡
岳
に
登
っ
た
。
そ
こ
で
衡
山

に
臨
を
建
て
、
尚
子
平
の
志
を
継
ご
う
と
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
陶
淵
明
が
潜
や
琴
を
愛
し
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も

有
名
な
話
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
後
半
の
部
分
、
つ
ま
り

畑
へ
出
て
農
作
業
に
従
事
す
る
姿
が
、
大
い
に
陶
淵
明
を
忠
わ
せ

る
。
周
知
の
よ
う
に
淵
明
の
詩
文
に
は
、
農
作
業
の
喜
び
を
う
た
う

も
の
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
帰
去
来
今
辞
」
に
い
う
、

親
戚
の
情
話
を
悦
び

蓄
を
楽
し
み
以
て
憂
い
を
消
す

農
人
余
に
告
げ
る
に
春
の
及
ぶ
を
以
て

し

悦
親
戚
之
情
話

楽
一
持
常
一
回
以
消
憂

山
浪
人
告
余
以
春
及

r
d
寸一

3
打
行
人
、
、
「
目
安
吋

4
J
1
4
4
3
寸

亡

↓

hμ

ロレト
m
m
H

に
事
有
ら
ん
と
す

ま
た
い
う
、

富

貴

非

吾

願

は

吾

が

願

い

に

非

ず

帝
郷
不
可
期
帝
郷
は
期
す
べ
か
ら
ず

懐
良
一
反
以
孤
往
良
辰
を
懐
い
て
以
て
孤
り
往
き

或
植
杖
市
転
好
或
は
杖
を
植
て
て
転
結
す

登
東
皐
以
釘
鴫
東
皐
に
登
り
て
以
て
釘
鳴
し

臨
清
流
而
賦
詩
清
流
に
臨
ん
で
詩
を
賦
す

こ
の
境
地
は
、
ま
こ
と
に
祖
鴻
勲
の
描
く
態
度
や
境
地
と
一
致
し
て

い
る
。次

に
、
そ
れ
と
対
際
的
な
陽
休
之
の
生
活
が
の
べ
ら
れ
る
。

市
五
日
子
既
弊
名
戸
之
盤
鎖
、
就
良
工
之
剤
例
。
振
侃
紫
台
之
上
、

鼓
袖
丹
境
之
下
。
采
金
一
監
之
漏
筒
、
訪
玉
山
之
遺
文
。
倣
精
神
於
郎

墳
、
尽
心
力
於
河
漢
。
摘
藻
期
之
盤
縮
、
発
議
必
在
芥
芳
。
該
自
美

耳
、
吾
無
取
江
戸
内
。
佐
官
試
論
之
、
夫
山
見
峰
積
玉
、
光
沢
者
前
段
、
落
山

叢
桂
、
芳
茂
者
先
折
。
是
以
東
部
有
詮
莞
之
臣
、
南
国
見
拐
情
之
士
。

斯
宣
悪
梁
錦
、
好
読
布
哉
。
蓋
欲
保
其
七
尺
、
終
其
百
年
耳
。

そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
君
は
名
声
の
く
び
き
に
つ
な
が
れ
、
お
上

の
命
令
や
指
示
に
従
う
身
と
な
り
ま
し
た
。
保
玉
を
身
に
帯
び
、

長
袖
を
宮
廷
で
振
る
う
に
ぎ
に
ぎ
し
さ
。
朝
廷
の
秘
閤
に
出
入

し
、
各
地
の
遺
文
や
漏
簡
を
集
め
る
。
精
，
魂
を
傾
け
て
先
秦
の
血
(

籍
や
漢
貌
以
降
の
辞
獄
、
を
読
み
、
そ
の
議
論
も
明
断
か
つ
清
新
で
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す
。
こ
れ
は
も
と
よ
り
ほ
め
た
た
え
る
べ
き
も
の
で
す
が
、
私
に

は
無
用
で
す
。
試
み
に
こ
れ
を
論
じ
て
み
れ
ば
、
そ
も
そ
も
克
指

山
に
産
す
る
玉
は
、
よ
く
光
っ
て
つ
や
の
あ
る
も
の
が
先
に
く
だ

か
れ
、
務
山
の
桂
樹
は
、
よ
く
繁
る
も
の
が
先
に
手
折
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
に
、
前
漢
の
逢
萌
は
東
都
洛
陽
の
域
内
に
冠
を
脱
い
で

懸
け
て
去
っ
た
し
、
楚
の
留
に
は
屈
原
の
よ
う
に
屈
を
捨
て
て
去

っ
た
人
物
が
出
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
美
し
い
も
の
を
に
く
ん

で
粗
末
な
も
の
を
好
む
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
思
う
に
、
そ
の
七
尺

の
身
体
を
保
ち
、
生
涯
を
ま
っ
と
う
し
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

宮
廷
に
出
仕
し
て
、
恐
ら
く
は
意
気
揚
々
と
鴎
歩
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
陽
休
之
。
文
才
も
頭
の
き
れ
も
申
し
分
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ

う
し
た
姿
は
私
に
は
無
用
で
あ
る
と
祖
鴻
勲
は
一
一
一
一
口
う
。
ち
な
み
に
言

う
な
ら
。
は
、
昆
山
の
玉
も
諸
山
の
桂
樹
も
、
美
し
く
目
立
つ
も
の
ほ

ど
先
に
く
だ
か
れ
手
折
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
君
も
ま
た
そ
の
運
命
か

ら
逃
れ
得
ぬ
に
違
い
な
い
。
か
つ
て
世
の
乱
れ
を
歎
じ
て
冠
を
脱
い

で
故
郷
に
帰
っ
た
前
漢
の
逢
萌
や
、
世
に
容
ら
れ
ぬ
ま
ま
楚
の
国
を

去
り
、
つ
い
に
は
沼
羅
に
身
を
投
げ
た
屈
原
を
君
は
知
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
。
こ
れ
は
、
わ
が
身
体
を
安
ら
か
に
保
ち
天

寿
を
全
う
し
た
い
と
願
う
か
ら
だ
、
と
い
う
。

そ
し
て
、
手
紙
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。

ふ
f

弟
官
位
一
段
達
、
戸
華
己
述
。
象
出
歯
倣
花
、
十
常
用
明
前
…
。
既
覧
老

氏
谷
神
之
談
、
応
体
留
侯
止
足
之
逸
。
若
能
翻
然
清
尚
、
解
傾
拐
純
皆
、

川
知
五
日
於
弦
山
荘
、
可
辞
一
得
。
把
脅
入
林
、
詮
巾
垂
枝
、
携
酒
登
樹
、

倍
席
平
山
、
道
素
志
、
論
出
款
、
訪
丹
法
、
語
玄
室
田
、
斯
亦
楽
会
。

何
必
富
貴
乎
。
去
企
〈
陽
子
、
途

J

一
北
趨
別
、
縞
尋
此
旨
、
杏
若
天
漢
。

己
失
哉
、
骨
一
一
回
不
尽
一
一
一
一
口
。

今
や
君
は
官
位
も
栄
達
し
、
声
誉
も
あ
ま
ね
く
高
い
。
象
は
そ

の
牙
が
重
用
さ
れ
る
た
め
に
殺
さ
れ
、
油
脂
は
ま
わ
り
を
明
る
く

す
る
た
め
に
燃
や
さ
れ
る
。
老
子
の
説
く
谷
神
の
ユ
一
一
口
(
谷
神
不
死
、

走
謂
玄
牝
)
を
読
ん
だ
か
ら
に
は
、
留
侯
(
張
良
)
の
止
足
の
楽

し
み
を
体
現
す
べ
き
で
す
。
も
し
、
君
が
高
尚
に
し
て
廉
白
な
道

を
選
び
、
僚
を
は
ず
し
て
径
を
捨
て
る
(
官
職
を
辞
し
て
隠
遁
す

る
)
な
ら
、
わ
た
し
は
こ
の
山
荘
に
お
い
て
、
君
の
た
め
に
一
肌

脱
い
で
も
よ
い
。
君
の
手
を
取
っ
て
林
へ
行
き
、
頭
巾
を
脱
い
で

校
に
か
け
、
酒
を
さ
げ
て
丘
に
登
り
、
敷
物
を
山
で
広
げ
よ
う
。

そ
し
て
平
素
の
志
を
諮
り
、
旧
交
を
温
め
、
煉
丹
法
を
求
め
、
玄

理
の
蓄
を
論
じ
る
。
こ
れ
こ
そ
楽
し
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
ど
う
し
て
富
貴
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
去
り
ぬ

か
な
、
陽
君
よ
。
二
人
の
途
は
背
反
し
、
そ
の
志
も
異
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
考
え
を
遠
き
よ
り
患
い
ま
す
と
、
は
る
か
天

と
地
の
よ
う
で
す
。
ゃ
ん
ぬ
る
か
な
。
警
は
意
を
尽
し
ま
せ
ん
。

官
位
も
栄
達
し
、
々
た
る
陽
休
之
に
対
し
、
一
一
一
一
口
葉
を
尽
く
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し
て
、
止
足
の
楽
し
み
を
知
れ
、
そ
し
て
一
刻
も
早
く
帰
隠
し
な
さ

い
と
す
す
め
る
祖
鴻
熱
。
や
が
て
そ
の
予
言
通
り
、
陽
休
之
は
北
周

に
至
っ
て
挫
折
を
味
わ
い
、
惰
の
受
禅
の
翌
年
、
七
十
四
歳
の
生
涯

を
閉
じ
る
。
彼
は
こ
の
祖
鴻
熱
か
ら
の
心
の
こ
も
っ
た
申
し
出
を
、

生
涯
の
う
ち
に
何
度
と
な
く
思
い
起
こ
し
、
複
雑
な
思
い
に
と
ら
わ

れ
た
に
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
陶
淵
明
の
詩
文
に
対
す
る
愛
好
も
、

こ
の
手
紙
が
契
機
に
な
っ
て
強
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

お
わ
り
に

今
日
残
さ
れ
た
文
献
や
資
料
を
何
人
る
限
り
、
陽
休
之
と
祖
鴻
勲
に

お
け
る
陶
淵
mm
の
影
響
を
考
え
る
な
ら
ば
、
お
お
む
ね
陽
休
之
の
ほ

う
に
深
い
影
響
が
克
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、

先
に
あ
げ
た
「
序
(
録
と
の
中
で
、
間
協
休
之
が
は
っ
き
り
と
「
余

頗
賞
潜
文
」
と
言
明
し
て
お
り
、
ま
た
「
陶
淵
明
集
」
も
編
撰
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
祖
鴻
勲
の
方
は
と
い
え
ば
、
こ
の
手
紙

以
外
に
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
祖
鴻
勲
自
身
は
、
一
一
一
一
口

も
陶
淵
間
切
に
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
影
響
に
つ
い

て
は
云
々
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
て
(
与
陽
休
之
書
」
を
読
ん
で
く
る
と
、

そ
の
随
処
に
淵
明
の
作
品
を
意
識
し
た
詩
句
や
諾
が
あ
り
、
そ
の
人

生
に
お
け
る
態
度
に
も
き
わ
め
て
近
い
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
も
う
少
し
広
げ
て
考
え
れ
ば
、
陶
溺
明
の
影
響
と
い
う

よ
り
、
陶
淵
間
的
も
選
び
取
っ
た
伝
統
的
な
処
世
態
度
を
祖
鴻
勲
も
選

び
取
っ
た
と
し
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
限
り
あ
る
人
生
を
、

ど
の
よ
う
に
充
実
し
て
生
き
る
か
。
自
己
の
良
心
に
従
っ
て
生
き
る

た
め
に
は
、
任
官
と
帰
隠
、
栄
達
と
布
衣
、
い
ず
れ
の
道
を
選
ぶ
べ

き
か
。
こ
れ
は
、
陶
淵
mm
と
祖
鴻
勲
、
さ
ら
に
は
陽
休
之
を
含
め

て
、
説
晋
南
北
朝
と
い
う
目
ま
ぐ
る
し
い
王
朝
交
替
期
に
生
き
た
人

々
に
と
っ
て
、
ぬ
き
さ
し
な
ら
な
い
共
通
の
問
題
で
あ
っ
た
。

言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、
陽
休
之
は
陶
淵
明
の
作
品
を
好
ん
だ

が
、
祖
鴻
勲
は
陶
淵
明
の
思
想
を
自
己
の
も
の
と
し
、
陶
淵
明
の
処

世
態
度
を
実
践
し
て
生
き
た
。
こ
こ
で
私
た
ち
は
否
応
な
く
「
影

響
」
と
い
う
問
題
を
論
ず
る
こ
と
の
こ
面
性
に
向
か
い
合
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
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少
な
く
と
も
私
に
は
、
祖
鴻
勲
の
方
が
思
想
に
お
い
て
も
文
学
に

お
い
て
も
、
は
る
か
に
深
刻
に
陶
淵
拐
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
感

じ
ら
れ
る
。
祖
鴻
勲
の
受
け
た
影
響
は
、
い
わ
ば
「
同
時
代
者
」
と

し
て
の
影
響
で
あ
り
、
「
読
者
」
と
し
て
の
影
響
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
陶
淵
拐
の
影
響
を
言
う
場
合
、
お
お
む
ね
「
読
者
」
と
し

て
の
影
響
を
言
う
の
み
で
あ
っ
た
が
、
「
同
時
代
者
」
と
し
て
の
影

響
と
い
う
側
面
か
ら
も
う
一
度
文
学
史
を
見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

(

一

九

九

0
・
四
・
二
一
〉



注
〈

1
)

北
京
大
学
中
国
語
言
文
学
系
中
国
古
典
文
学
教
研
室
編
『
中
国
文
学

史
綱
要
二
』
ハ
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
三
年
九
月
〉
貌
晋
南
北
朝
文

学
(
実
行
需
編
著
〉
は
、
第
三
章
陶
淵
明
「
第
四
節
陶
溺
明
的
地
位
和
影

響
」
叫
五
二
!
五
一
ニ
)
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

陶
淵
明
在
当
時
井
不
受
人
重
視
。
陶
淵
問
問
的
好
友
顔
延
年
在
他
死
後
所

作
的
「
陶
徴
士
訣
」
中
只
称
賛
他
清
高
的
人
格
、
対
他
的
詩
井
未
充
分
肯

定
。
在
他
死
後
六
十
年
、
沈
約
作
『
宋
書
』
把
掬
淵
明
列
入
「
隠
逸
伝
」
、

対
其
文
学
成
就
也
不
重
視
。
斉
代
劉
認
作
『
文
心
離
竜
』
、
評
論
了
歴
代

詩
人
、
党
無
一
宇
渉
及
陶
淵
明
。
梁
代
鍾
燦
作
『
詩
品
』
、
将
他
列
入
中

品
、
放
在
陸
機
、
潜
岳
之
下
。
産
到
梁
競
統
才
対
陶
淵
明
的
文
学
創
作
開

始
重
視
、
他
親
白
替
陶
淵
明
編
集
、
作
序
、
給
以
狼
高
的
評
価
。

(

2

)

『
東
洋
文
化
』
第
七

O
号
、
昨
八
一

l
一
一
三
。
東
京
大
学
東
洋
文

化
研
究
所
、
一
九
九

O
年
一
月
。

(
3
)

熊
永
謙
『
貌
晋
南
北
朝
耕
文
選
注
』
(
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
八

六
年
十
二
月
)
の
「
与
陽
休
之
書
」
題
解
で
は
、
こ
の
手
紙
の
成
立
時
期

を
孝
武
帝
の
時
(
五
三
二
!
五
三
回
)
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
文
中

の
「
采
金
慶
之
漏
筒
、
訪
玉
山
之
遺
文
」
の
部
分
を
陽
休
之
が
国
史
編
纂

に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
さ
す
と
し
て
擬
定
し
て
い
る
の
だ
が
、
も
し
そ

う
考
え
る
と
、
祖
一
鴻
勲
が
三
五
才
前
後
の
墳
の
作
品
と
な
り
、
隠
遁
す
る

に
は
少
し
若
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又
、
そ
の
前
の
部
分
の
「
遊
乱

荒
廃
、
人
目
f

復
経
始
」
の
「
遭
乱
」
を
孝
昌
二
年
の
杜
洛
周
の
樹
州
へ
の
侵

攻
と
す
る
の
は
ょ
い
と
し
て
も
、
そ
の
「
経
始
」
を
武
泰
元
年
(
五
二
八
)

九
月
の
事
と
特
定
す
る
の
は
、
少
々
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
私
の
・
考
証
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
に
は
、
ま
だ
可
徒
参
軍
事
の
駿
に

あ
り
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
廷
尉
正
に
転
じ
た
後
に
帰
郷
し
て
い
る
か
ら
で

中の
7
9
0

(

4

)

「
滋
郡
花
陽
」
は
漢
代
の
地
名
で
あ
り
、
組
鴻
勲
在
世
の
頃
は
「
花

陽
郡
」
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
校
点
本
『
説
書
』
地
形
志
上
の
「
注
ー
一

か
二
四
七
六
〉
を
参
照
。

(
5
〉
『
北
斉
書
』
文
苑
伝
論
に
い
う
、

自
郁
子
才
以
還
、
或
身
終
貌
朝
、
己
入
前
史
。
或
名
位
既
重
、
自
有
列

伝
、
或
附
其
家
世
、
或
名
存
後
指
一
一
面
、
統
略
国
不
載
。
今
総
序
祖
鴻
勲
等
列

於
文
苑
者
一
詩
。

(
6
)

「
宋
倖
丞
相
私
記
、
別
謂
為
陽
僕
射
、
拠
北
斉
帯
一
一
首
伝
称
、
武
平
六
年
、

除
正
尚
喜
右
僕
射
、
陽
休
之
編
成
陶
集
、
似
在
其
時
。
」
ハ
文
学
問
盟
社
、

一
九
三
一
年
)
す
な
わ
ち
、
北
斉
の
宋
俸
の
「
宋
丞
相
私
記
」
に
「
其
録

有
十
巻
者
即
陽
僕
射
所
撰
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
陽
休
之
が
正
尚
世
帯
右
僕

射
で
あ
っ
た
武
平
六
年
と
す
る
。
し
か
し
、
武
平
元
年
に
は
す
で
に
尚
武
同

右
僕
射
を
兼
任
し
て
お
り
、
宋
淳
も
「
正
尚
書
右
僕
射
」
と
い
わ
ず
た
だ

「
僕
射
」
と
だ
け
一
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
武
平
六
年
と
は
断
定
で

き
な
い
ハ
武
平
年
間
の
数
年
間
な
ら
い
つ
で
も
よ
い
)
し
、
む
し
ろ
陽
体

之
の
生
涯
で
最
も
活
躍
し
た
北
斉
の
最
も
高
か
っ
た
官
位
を
付
し
て
「
陽

僕
射
」
と
呼
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
と
解
釈
す
れ
ば
、
な
お
確
定
が
難
し
く
な

る
。
そ
こ
で
橋
川
氏
も
、
「
似
在
其
時
」
の
如
く
推
定
の
「
似
」
を
用
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

(

7

)

貌
晋
南
北
朝
の
隠
者
の
住
み
家
の
一
般
的
情
況
に
つ
い
て
は
、
呉
世

呂
「
畿
管
風
流
与
私
家
関
林
」
(
原
載
『
学
文
』
月
刊
第
二
期
、
一
九
三

( 50 ) 



四
年
。
の
ち
『
経
者
室
学
術
論
著
』
第
一
巻
、
中
国
文
芸
聯
合
出
版
公

司
、
一
九
八
四
年
九
月
、

ス
v
o

任
三
二
!
一
三
ハ
二
〉
に
す
ぐ
れ
た
分
析
が
あ

(
東
京
学
芸
大
学
)
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